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Pi・七…一F…七・・七i・・S七・dy（兄童用）に関する研究（2）

G・C・Rについて

上　　田　　順　　一

I聞　　　　題

　われわれ牢先に・二P－FStudyの実施結果として（a）図版別の諦点因子分布と・（b）年令・性別

による評点因子分布の状況を報皆・し，（b）の結果が，創始者S　Rosenzwe三gのそれと著しく類

似することをみた。（1）（a）の結果については直接彼のものと比較する材料がなく，特徴のみを

列記するに止めておいた。

　この図版によつて，反応が或る一つの評点因子に著しく偏つたり，或る程度のバランスがと

れたりするということは，ある特定図版に対して一定の評定因子の反応を期待してよいという

ことになる。これが更に正常者，異常者の類別に役立つものとなれば，これを一つの規準とし

て作製するごとも考えられる。

　S　Ro・・n・w・・gは，正常兄童の反応結果をもとにして，G　qR（G1oup　Confo・㎜批y　Rat・ng

集団一致度）の穣準化をなし，被験者の反応が如何に正常者一般にみられる反応と一致するか

を調べるようにしている。

　ここでわれわれが直接の研究問題として取り上げた事項は次の如くである。

（1〕日本児童に於けるG　C　R％とRosenzwe1gのそれとの比較

　（2）全じく日本版との比較

を通して，G．C．Rを吟味しようとするものである。

皿対象及方法

　7才～14才の小申学生計409名を対象として，このテストを集団的に（学級別）に寒施し，

Rosenzwe1gの整理方法を踏襲した。（内訳は前号の通り）

　G．C．R％の算出・・…

Rosenzwe｛9は各図版に固定して現われる反応因子を取り上げたが，その内訳は次の通りであ

る。（第1表）

　各個人が各図版に於て示した反応の評点因子が右の表に配置された評点因子とどれだけ一致

したかを計算すれば；求めるαC．R％は算出される。即ち，24に亘る全国版に一致すればα

C．R＝100％であり，一致した図版が皆無であれぽG．C．R＝0％となる。

（1）島根大学論集（教育学関係）第6号，昭和31年2月　拙薯「P－FS加ayに関する研究（1）」
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第一表GO．R評点の配置

図版O－D E－D N－P

1 E’

E ．・’

2 E

3 M
4 e

5 E1 ’e

6 E

7 I

8 I i

9 E
一0 ∫

1i In．

ユ2 E
13・ E，I

14 皿1

工5 E’工’

16 E，皿
コ7

㎜

18 E
19 工

20 皿

21 E
22 工

23 皿1 皿 e

24 n1。

O－D（障害優位型）

　　E1（障害優位型外罰）

　　工1（　　〃　　内罰）

　　皿’（　　〃　　無罰）

E－D（自已防禦塑）

　　E（自已防禦型外罰）

　　I（　　〃　　内罰）

　　皿（　　〃　　無罰）

N－P（要求固執型）

　　θ（要求固執型外罰）

　　i’（　　〃　　内罰）

　　肌（　．〃　　無罰）

1皿緒果と考嚢

結果は弐の通りである。 （第2表）
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第2表 G・CRの年令、性別平均の結果

年令、性 7 ・1・l1・い1一・ 1
図 ♂ 9 ♂ ♀　　♂　　♀　　♂　　♀　　♂ 9　　♂　　♀ ♂

版 21 26 28 23　　　24　　　17　　　3－　　　26　　　34 20　　27　　－9 43
（｝CR諦馳
一致した駿（a

15　　12 2］ ヱ4　　ヱ6 8 19　　工4 工9 ］4 工8 コ0 30

コ 有効反麿敷（b
21 26 28 23　　24 17 3 26 34 2工 29 ユ9 44

（壬C　R％ 7コ．4246．工5 74．99 6086 66．66 47．05 6－29538455．88 66．66 62．06 52．63 68．18

a 16 14 20 7 18 12 ］8 17 25 9 18 7 23

2 b 21 25 30 23 24 18 30 26 37 20 27 ユ9 45

（壬OR％ 76．一9 56．00 6666 30．43 74．99 66．66 59．99 65．38 67．56 45．00 66．66 36．84 51．1コ

a 9 9 ユ8 12 工4

6 21 ユ7 ユ6 9 14 6 19

3 b 20 27 26 23 22 ヱ8 30 26 35 22 29 コ8 44

（壬σR％45．00 33．3369．23 52．17 63．63 3333 6999 65．38；457ヱ40．90 4827 33．33 43．一8

a 6 ヱ5 14 ヱ2 ヱ4 8 15 19 1α　　13 コ9 ヱ3 26

4 b 23 28 25 23 22 ］9 30 26 ・・い・ 28 一9 44

（｛C－R％26．08 5357560052．i7 636342．ヱ0 49．997307 48487222 67．85 6842 5909

a　　n 21 コ9 ユ8 15 ］1 25 23 25 ユ3 18 i2 24

5
b　　20 27 28 26 22 20 29 26 33 2コ 28 20 40

（｝OR％55．00 77．7767．8569．22 68．ユ85555 86．20 88．46 75．75 61．90 64．281 6000 60二00

a　　　7 8 6 8 3 6 5 1 5 6 9 3 14

6
b　　21 28 28 23 22 19 30 26 34 一9 00 一9 45

（｝0．R％33．33 28，572コ42 3478 13．63 3i．57 16．66 3．84コ4．70 3157 29．99 i5．78 3コ．ヱエ

a 9 9 コ2 7 u
コ5 18 12 22 ユ5 コ9 工6 33

7 b 21 26 28 22 24 ユ8 32 27 34 20 28 19 43

GO　R％ 42．85 34．61 42，853ユ81 45．8383．33 56．25 44．44 64．70 75．00 67．85 84．21 76．74

a． 14 10 13 14 ユ1

9 18 26 22 コ2 25 ］6 29

8 b 22 23 28 22 22 ヱ9 30 26 34 工8 29 20 45

（｝O，R％ 63．63 434746．426363 49994736 59．99 100．647066．66、8620 8000 6444

a 6
ユ7 10 コ1

H 7 一0 12 コ9 一1 ］2 5 14

9 b 22 30 28 23 22 17 29 26 34 20 29 ユ8 45

（壬OR％ 27．27 56．6635．7胴7．82 499941．17 34．48 46．工555．8855．55 41．37 27．77 31．一1
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二
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10 b 21 26 26 23 21 ユ6 26 26 32　20 29 ユ8 45

GCR％14，28 3．84 3．84－3．04 9．52 011．53 3．84一5．62三0．00 13．79 11．11 8．88
a。

0 0 0 0 0 0 王 0 0 O 0 0 0
H b 2ユ 28 28 22 23 工7 00 26 30 20 28 工9 43

（｝CR％ 0 O 0 0 O 0 3．33 0 0 0 O 0 O
a 20　　25 22 19 20 9 20 18 22 コ0 ユ9 工0 28

コ2 b 22　　27 28 23 25 コ8 30 25 33 ユ9 28 20 45

（｛C　R％ 90．9092．5978．5782．6080　0049．9966　66 720066．66 5263 67．85 5000 6222
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（去CB％86．36 888885．7ユ87．4966．6687．5073．3380．007352 8421 896584218222
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G　CR％ 4．5434．6i482760．8652．コ793．7562．09 42．3054．54 45．00 46．6649．99 2727
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コ6 b 21 27 27 23 22 工6 29 26 34 18 29 コ9 44
”
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7 8 9 10 ・］・ 13 14

♂ ♀ ♂ さ ♂　　9 ♂　　9 ♂ 9　　♂　　9 ♂　　さ ♂ 9

a o 0 O 0 0
ヱll，1

0 0 0 0 ユ 0 亘
0一

0
17 b 22 28 28 22 22 25 34 2コ 29 ］9 4コ 31 ユ6 23

（壬C．R％ 0 0 0 0 0 0　　0 0 0 0 0 5．26 O 3．22 0 0
a 7 コ0 6 3 8 9 U 2

ユ3

4 コ2 5
ユ9 9 8 7

18 b 21 28 26 23 20 18 30 25 34 ユ8 29 ユ9 44 29 ・17 23

G　OR％ 33．33 35．71 23，07 ユ3．04 40．00 49．99■ 36．66 8．0038．23 2222 4コ．37 263コ43．］8 31．034705 30．43

凱 7 81　5 4 6
1］ ］2 9 ヱ4 10 8 9 21 15 12 コ3

19 b 2ユ 24 28 22 21 ］7 30 25 33 19 28 16 44 30 工7 2工
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（｝C　R％ 37．08 41．33 45．73 45．86 46．93 48．4046．06 42．73 46．2コ 45．72 46．77

・　　1．図版別にみた特徴

　　　　（1）GCRの最も低かつたのは第11，ユ7，24の各図版でその比率は殆んど0であつた。これ

　　　　　　らに次いては6，10，18，20であり，第g，13，19もそれ程高くなかつた。

　　　　（2）最も高い一致度を示したのは第5，14，16，23の各図版であつた。

　　　　（3）図版別にみて，性的差異はみられないようである。

　　　　（4）図版別の年令的差異は（a）第7，ユ3，一9，20，22に於て年令と共に増加する傾向をみせ，（b）

　　　　　　逆に減小する傾向をもつたのは第12であつた（・）年令の変化と余り関係ないとみられ

　　　　　　た図版は第14，18，21で，その他図版は極めて不規則な関係を示した。

　　　2。年令的にみた特徴・

　　　　（ユ）性による差異はみられす，年令的にも大きな差異は1みられなかつた。このことは，年令

　　　　　　の増加に伴つて正常な者の杜会的な適騰性が塘し，その結果としてGC　R％も増加する

　　　　　　であろうとの仮説と積極的に一致しない結果となつた。

　　　　（2）ll，ヱ2才に於て頂点を示し，13才以上に於て著しい変化をみせないのは，発達的に或慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　の限界を示すのかも知れない。
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3・Rosnzwe1gのGCR規準との比較及日本版GC　R規準との比較

　　Ros・nzw・19のGC　R作製の手続については先に述べたが，日本版（住田，林両氏の作

　製）は原図版の日本人向でないものを都分的に改変し，G．C．R評点場面を前者が24全

　部の場面に設定してあつものを，12の場面（6，7，8，10，U，12，16，17，19，20，22，24）に制約

　している。荷年令規準を各才毎にせす2才毎に出している点は両者共通している。

第3表　研究者によるG・O・Rの比較

年令
4～5 6～7 8～9 10～11 12～コ3、 コ4

ROS㎝・Weig原版 52．工 60．0 64．2 65．4 63．8 一

住田，林，日一本版 48．7 51．5 53．8 58．3 62．5 65．5

上　固，原　版 一 38．7 42．6 46．6 45．4 46．3

（1）三者の間に可威りの差異がある。年令の増加によつて変化上昇する傾向は一般的に認

めら牝る。

（2）差異の理由とて（a）選定された被験者の差異によるもの（b）GCR評点因子の配置の差

異によるものの二つが考えられる。郡ちRosenzwe1gは正常者のみを，その他は無選択に

行つている。叉日本版は評点因子の配置を可威り変更し，その際年令による変化を意識的

に考慮している。從つて筆者の場合，図版別にみた特徴を考慮に入れて，評点因子の配置

を行えば，更に高い一致度をみるに至るかも知れない。
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